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ＮＰＯ法人広瀬川の清流を守る会 

代表理事 日下 均 

 

新年明けましておめでとうございます。昨年は本会活動にご支援を賜り心より感謝申し上げます。 

昨年末、季節外れの強力な低気圧によって広瀬川は警戒水位に迫る大雨出水がありました。その際、仲の瀬橋改

装工事用シール剤流出事故がマスコミ報道されたのでご周知のことと思います。工事に当たった国交省仙台西国

道維持出張所は事故後連日回収作業を行い、現在まで４２６缶のうち１８８缶を回収しましたが、缶が浮遊する

ことから残りはほとんど海へ流出した模様です。専門家の意見では、環境に大きな影響はないとのことですが、

同出張所は全缶回収に努めると話しています。 

万一、発見した場合には当会か同出張所までご連絡を。缶の大きさは底辺が２３ｃｍ四方。高さ１７ｃｍ商品

名が「ジョリシール」。素手で触るとかぶれる恐れがあり、見つけたら触らずに直ぐにご連絡下さい。 

 ＜国土交通省仙台西国道維持出張所 ０２２－２２６－１４９３＞  

さて、今年の本会活動テーマは参加と協働発展の年とします。市民と行政、事業者が良好に連携する川づくり

の年と位置づけ、広瀬川のアユ再生に向けたアユが遡上降下できる魚道の改善、旧笊川のホタル再生と新たな市

民主体とする新旧笊川の環境保全に関する河川管理などを目指します。すべての活動に皆様のご意見を拝聴し、

新たな水辺環境保全活動を展開しますので、ご支援をよろしくお願い申し上げます。 

  

＜予 定＞ 

・１/６（土）初歩き１０時広瀬橋集合「旧笊川散策」～ホタル再生に向けた川づくりを見学～  

一般参加可寒くない服装でご参加をお待ちしています。天候が悪い場合は中止します。      

         ＜連絡先＞０９０－３７５３－６５２２ 日下 

・１/１６(火）太白区役所会議室 国交省仙台河川国道事務所第２回「広瀬川利用環境改善意見交換会」 

・１/１７(水)東北建設協会会議室 第２回「仙台圏域の健全な水環境調査研究会」 

・１/２４(水)午後７時～ 例会 たいはっくる第３小会議室 終了後五十集屋にて新年会  

「新年度に向けて自由討議」広瀬川のアユ再生に向けた仮設魚道構築市民提案、旧笊川のホタル 

再生と市民管理、公開講座のテーマなど活動の中心について議論をします。ぜひ参加をお待ち

しています。（一般参加可）      

 

＜報 告＞  

・１２/９ 広瀬川清掃 広瀬橋周辺 一般市民も参加し２００６年

最後の清掃を実施。参加２８名。 

 

終了後に集めた枯葉で恒例の焼き芋大会。 

美味しい焼き芋を頬張りました。 

「１年間大変ご苦労様でした」 

◇次回清掃は３月１０日（土）午前１０時～  

 

・１２/９ 山形遊学館 地球環境基金主催 せんだいみやぎＮＰＯセンター企画 活動事例紹介（会長） 

・１２/２７忘年会 いとう会館で今年１年間の慰労会を兼ねて開催。参加１２名。 

      美味しい魚料理とお酒で全員の歌や踊り。時間を忘れて賑やかに大変盛り上がりました。 

      

＜連絡先＞ＮＰＯ法人広瀬川の清流を守る会   〒982-0011仙台市太白区長町1-7-32 

電話022-247-6522（昭和宅建内）ファックス022-290-3205 e-mail info@hirosegawa.com 

 


